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日本語日常会話コーパスから見える会話場面と声の高さの関係性
石本 祐一 (国立国語研究所コーパス開発センター) ∗

Relationships between fundamental frequencies and

conversation situations based on the corpus of

everyday Japanese conversation

Yuichi Ishimoto (National Institute for Japanese Language and Linguistics)

要旨
自発音声ではパラ言語情報や感情の影響によりピッチが様々に変動することが知られている

が、日常生活の多様な状況を反映した音声データの不足により、自発音声のピッチの多様性に
ついて大規模な定量的分析を行うことが困難であった。国立国語研究所では、2016 年より多
様な種類の日常会話をバランス良く収録した大規模な日常会話コーパスとして『日本語日常
会話コーパス』(CEJC)の構築を進めている。CEJCに収録される自発音声のうち 50時間の
データを基に様々な会話場面における声の高さの違いを調べたところ、子どもや配偶者、父母
といった家族に対しては低く、取引先や客など丁寧さが必要な相手や友人には高い声で話して
いることが示された。また、発話の直接の向け先だけではなく、会話場面に同席している参与
者の属性によっても声の高さが変わることが観察された。

1. はじめに

自発音声ではパラ言語情報や感情の影響によりピッチが様々に変動することが知られてい
る (森ほか 2014)が、日常生活の多様な状況を網羅するような音声データはこれまでなく、日
常の自発音声のピッチの多様性について大規模な定量的分析が行われることはなかった。そ
のような分析に活用できる日常会話データを補うために、国立国語研究所では 2016年より多
様な種類の日常会話をバランス良く収録した大規模な日常会話コーパスである『日本語日常
会話コーパス』 (Corpus of Everyday Japanese Conversation, CEJC) の構築を進めている
(Koiso et al. 2018, 小磯ほか 2019)。本稿では、日常会話における韻律の多様性を示すことを
目的として、CEJCに収録される自発音声データを基に様々な会話場面における声の高さの違
いを調べた結果について報告する。

2. 日常会話データ

2.1 コーパス

CEJCは日常生活で自然に生じる会話を収録することが念頭に置かれており、研究者の介入
による影響を排除するために、インフォーマント（研究協力者）自身による映像の録画および
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図 1 コーパスに収録されている映像データの例

音声の録音が行われている。図 1にコーパスに収録されているデータの一場面を示す。360°
カメラを中央に置き、対角に GoProカメラを配置して録画することで、会話の参与者の様子
が様々な角度から観察できるように考慮している。また、音声の録音については、日常生活の
自然な振る舞いを妨げるヘッドセットマイク等の利用は避け、各参与者が ICレコーダを胸の
位置に配置して、それぞれの音声を話者になるべく近いマイクで録音することで会話音声の重
なりや周囲の雑音の入り込みを防ぐことを企図している。しかし、収録状況や参与者間の位置
関係によって、他の話者の音声や雑音が入り込んでしまう場合もあり、常にクリーンな音声が
得られているわけではない。

2022年の CEJCの本公開に先立ち、2018年 12月より 50時間分がモニター公開されてい
る。表 1に、モニター公開データの対象となったインフォーマントの属性を示す。40代と 60

代の人数に 1名の増減はあるものの、インフォーマントの年齢や性別が偏らないよう考慮して
選定されている。このようなインフォーマント達により日常生活の多種多様な場面で収録が行
われた結果、飲食店での友人との会話や車で移動中の家族との会話、職場での同僚との会話な
ど、これまでに観察することが困難であった幅広い日常会話が含まれることとなり、50時間の
モニター公開データであっても自発会話音声の多様性をある程度捉えることができると考えら
れる。

2.2 基本周波数推定

声の高さの分析には基本周波数 (F0) 情報が必要となるが、CEJC モニター公開版には F0

情報は付与されていない。そこで、音声分析合成システム STRAIGHT の音源情報分析関数
(Kawahara et al. 2017)を用い、モニター公開版の音声データから 1 ms間隔で F0抽出を行っ
た。なお、有声/無声判定は STRAIGHTから得られる非周期性情報を利用した。さらに、推
定エラーの影響を低減させるために、推定された F0のうち上位 10%と下位 10%の値を取り
除いた。最終的に、性差と個人差を正規化するため各話者ごとの平均値と標準偏差を用いて対
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表 1 インフォーマントの属性

話者 ID 年齢 性別 職業

K003 20–24 女性 大学生 *

T006 25–29 男性 大学院生 *

T009 20–24 女性 大学生 *

T010 20–24 男性 大学生 *

K001 35–39 女性 会社員・公務員等 *

T001 35–39 男性 自営業・自由業 *

T003 35–39 女性 専業主婦 *

T005 35–39 男性 会社員・公務員等

C001 40–44 女性 会社員・公務員等 *

K004 40–44 女性 パート・アルバイト *

T002 40–44 男性 自営業・自由業 *

T011 40–44 女性 パート・アルバイト
T016 40–44 男性 会社員・公務員等

C002 55–59 女性 会社員・公務員等 *

K002 50–54 女性 自営業・自由業 *

S001 50–54 男性 会社員・公務員等 *

T015 50–54 男性 会社員・公務員等 *

T004 60–64 女性 専業主婦 *

T007 70–74 男性 定年退職 *

T013 65–69 男性 その他（非常勤講師） *

数 F0を Z-scoreに変換し、発話単位の平均 F0を求めた。なお、発話単位として、コーパスに
付与されている「長い発話単位」を用いている。

3. 会話場面と声の高さ

インフォーマントの家族や友人等はそれぞれの会話場面に応じて登場するが、インフォーマ
ントは必ずすべての会話場面に参与している。そこで、本稿の分析ではインフォーマントの音
声のみを対象とする。

3.1 発話の向け先との関係による違い

まず、日常会話において、話者とその発話の向け先の間の社会的な関係によって F0が異な
るかどうかを調べた。ここで、発話の向け先の種別として、子ども・配偶者・父母・兄弟姉
妹・友人・同僚・取引先・客の 8種類を取り上げることとした。また、向け先の種別の同定を
簡便にするために、同種の関係となる参与者だけが存在する会話に限定して分析を行った。例
えば、インフォーマント（話者）が父親である場面において他に子どもだけが参与している会
話場面は分析対象となるが、妻と子どもが参与している会話場面は分析対象外となる。その結
果、表 1の行末に ∗を付した 17名のインフォーマントによる発話が分析対象となった。
図 2に、話者の F0と発話の向け先の種別との関係を示す。TukeyHSDによる多重比較の結
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図 2 発話の向け先ごとの発話の平均 F0の分布。グラフの上に付した文字が TukeyHSD検定 (p<0.05)

によるグループを表しており、同じ文字であれば有意差がないことを意味する
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図 3 インフォーマント K002の F0と会話場面の参与者との関係

果、次のような傾向を持つグループに分類された。
• 子ども・配偶者・父母に対して F0は低くなる
• 友人に対しての発話がもっとも高くなる
• 同僚・取引先・客に対しては、友人よりは低く近親者よりは高くなる

すなわち、日常会話の声の高さは兄弟姉妹を除いた近親者に対しては低く、丁寧さが必要とな
る同僚・取引先・客相手には高くなり、友人に対してはさらに高くなる傾向がある。

3.2 会話場面の同席者による違い

次に、異なる種別の参与者が存在する会話場面においても声の高さの変化に同様の傾向が見
られるのかを、インフォーマントごとに調べた。本稿では、5人のインフォーマントの結果を
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図 4 インフォーマント T001の F0と会話場面の参与者との関係
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図 5 インフォーマント T003の F0と会話場面の参与者との関係

取り上げる。
図 3にインフォーマント K002の発話の F0とそれぞれの会話場面における参与者（同席者）

との関係を示す。家族との会話場面と友人との雑談場面の間では F0に有意差が見られないが、
友人との打ち合わせや取引先との会合では F0が高くなっている。特に取引先との会合が一番
高くなっており、丁寧さが必要な場面で F0がより高くなる傾向にあるといえる。一方、友人
との雑談で F0が低くなっていることから、3.1節で示した全体的な傾向とは異なる結果が見
られた。
図 4にインフォーマント T001の発話の F0とそれぞれの会話場面における参与者との関係
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図 6 インフォーマント T007の F0と会話場面の参与者との関係
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図 7 インフォーマント T009の F0と会話場面の参与者との関係

を示す。妻と義母がいる会話場面と妻と友人がいる会話場面の間では F0に有意差が見られな
かったが、妻だけの場面は低く、友人だけの場面では高い発話となっていた。すなわち、妻だ
けの場合と比べて同居していない義母や友人が加わった状況で高くなり、妻がいない友人だけ
の状況でもっとも高くなることから、同席者への心理的な距離が声の高さに影響しているよう
に思われる。
図 5にインフォーマント T003の発話の F0とそれぞれの会話場面における参与者との関係

を示す。T001と同様に子どもや夫といった家族だけが同席している場合は低く、友人に対し
ては高くなる。さらに、友人に対する発話でも雑談の場合と会合の場合では高さが異なり、同
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席者の種別だけではなく状況によっても違いが現れることがわかる。また、T001とは異なり、
夫の家族が同席していても子どもや夫に対する場合とはっきりした違いが見られなかった。こ
れは、T001の義母に対する心理的距離と T003の夫の家族に対する心理的距離による違いが
現れている可能性がある。
図 6にインフォーマント T007の発話の F0とそれぞれの会話場面における参与者との関係

を示す。兄弟での会話場面と妻や娘夫婦との会話場面において F0に有意差は見られず、友人
との会話ではわずかながら F0が高くなっている。つまり、この話者に関しては、参与者との
関係によって F0が顕著には変わらない傾向にある。
最後に、図 7にインフォーマント T009の発話の F0とそれぞれの会話場面における参与者

との関係を示す。この話者は友人との雑談と同僚・客との会話で F0が高くなっており、3.1節
に示した傾向に近い。しかし、友人との打ち合わせでは F0が高くなっておらず、丁寧さが必
要な場面で高くなるという全体傾向とは反対の結果となった。

3.3 議論

3.1節では、日常会話における発話の F0は、子どもや配偶者などの近親者ほど低くなること
が示された。一方、家族以外への発話では、F0が高くなる傾向があった。これは、社会的規
範としての相手への礼儀正しさを高い F0によって無意識に表現しているからではないだろう
か。また、家族と友人は親しみやすさという点で類似しているが、F0に関しては反対の傾向
を示しており、単純な親近感という要因では説明できない。

3.2節では、発話の向け先だけでなく、他の参与者も発話の F0に影響を与えることが示され
た。例えば、図 4に示すように、インフォーマント T001は妻だけがいる状況では F0が低い
のに対し、義母もいる状況では F0が高い。義母は家族の一員ではあるが実際には自分と妻と
は同居していないため、義母を同居家族とは区別して扱っていることを示唆している。また、
友人とだけの場合には F0が高く、妻と友人の両者がいる場合には F0が低くなっており、妻
の存在によって F0 が調整されている可能性がある。一方、インフォーマント T003 と T009

は、友人との会話場面であっても雑談と打ち合わせでは異なる F0で発声していた。また、イ
ンフォーマント K002と T009で見られた接客に着目すると、友人との会話よりも取引先や客
との会話の方が F0が高いことがわかった。
以上をまとめると、インフォーマントや参与者によって F0の変化の度合いは異なるが、次

の点が共通して見られた。
• 家族に対しては、比較的低い F0で話す
• 顧客や取引先などの場面では、高い F0で話す

本分析により、実生活での発話の F0の違いは参与者や会話の状況との複雑な関係性から生じ
るものであり、日常会話では発話の韻律的な多様性が顕著に現れることが示された。もちろ
ん、会話における F0の違いを説明する要因は他にもあるため、今後は会話が行われる場所や
詳細な話題も考慮した分析を行う必要がある。
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4. おわりに

日本語日常会話コーパスを用いて、実生活における自発発話の韻律的多様性を観察するた
めに、話し相手の属性に着目して声の高さに関わる音響特徴量である F0を分析した。その結
果、家族に向けた発話は一般的に低い F0で発声され、丁寧な発話ほど F0が高くなることが
わかった。また、会話場面に同席している参与者を考慮して F0を分析したところ、参与者の
影響による F0の変化度合は個人差があり、参与者との複雑な関係から韻律的多様性が生じて
いることが示された。
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